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「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産に
社会教育士応援大使に村井美樹さんが就任～8月19（木）に任命式を実施～
第19回21世紀出生児縦断調査（平成13年出生児）の結果について
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文
部
科
学
省
で
は
、
教
育
、
科
学
技
術
・
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
に
わ
た
る
文
部
科
学
省
全
体
の
施
策
を

広
く
国
民
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
文
部
科
学
白
書
を
毎
年
刊
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
令
和
２
年
度
文
部
科
学
白
書
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

全
文
は
、
文
部
科
学
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
３
年
７
月
に
、
令
和
２
年
度

文
部
科
学
白
書
を
公
表
し
ま
し
た
。
構
成
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
部 

特
集

特
集
１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に
お
け 

　
　
　
　
　

る
文
部
科
学
省
の
取
組

特
集
２　
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
を
目

　
　
　
　
　

指
し
て

特
集
３　

研
究
力
向
上
の
た
め
の
若
手
研
究
者
へ
の 

　
　
　
　
　

支
援

第
２
部 

文
教
・
科
学
技
術
施
策
の
動
向
と
展
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
我
が
国

に
お
い
て
令
和
２
年
１
月
15
日
に
最
初
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、
３
年
５
月
上
旬
現
在
、
60
万
人
を
超
え
る
感
染
者
、

１
万
人
を
超
え
る
死
者
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
多
大
な
る

被
害
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
が
、
政
府
と
し
て
は
、
社
会

経
済
活
動
と
感
染
拡
大
防
止
の
両
立
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
文
部
科
学
省
が
担

う
教
育
や
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び

以
下
で
は
、
令
和
２
年
度
文
部
科
学
白
書
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
が
、
全
文
は
上
記
の
と
お
り
文
部
科
学

省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
御

覧
く
だ
さ
い
。

【令和２年度文部科学白書ウェブサイト】
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/
html/hpab202001/1420041_00009.htm

特 集

特
集
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に

お
け
る
文
部
科
学
省
の
取
組

令
和
２
年
度
文
部
科
学
白
書

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab202001/1420041_00009.htm
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文
化
芸
術
の
振
興
は
、
我
が
国
の
未
来
を
切
り
拓
く
取
組

の
中
核
で
あ
り
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
決
し
て

歩
み
を
止
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
決
意
の
下
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
児
童

生
徒
の
「
学
び
の
保
障
」、
経
済
的
な
影
響
を
受
け
て
い

る
学
生
等
へ
の
支
援
な
ど
の
教
育
関
係
の
取
組
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
及
び
将
来
の
感
染
症
対
策
に
貢
献
す
る
研

究
開
発
へ
の
支
援
、
中
止
や
延
期
等
と
な
っ
た
様
々
な
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
再
開
へ
の
経
済
的
な
支
援
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
特
集
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

取
組
を
は
じ
め
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

禍
に
お
け
る
文
部
科
学
省
の
取
組
に
つ
き
、
総
合
的
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

Society 5.0

時
代
の
到
来
な
ど
社
会
の
在
り
方
そ
の
も

の
が
こ
れ
ま
で
と
は
「
非
連
続
」
と
い
え
る
ほ
ど
劇
的
に

変
わ
る
状
況
が
生
じ
つ
つ
あ
る
な
か
、
変
化
し
続
け
る
社

会
状
況
を
見
据
え
、
初
等
中
等
教
育
の
現
状
及
び
課
題
を

踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
、
平
成
31
年
４
月
17
日
に
開

催
さ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会
総
会
に
お
い
て
、
文
部
科
学

大
臣
か
ら
、「
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。
諮
問
の
主
な
内
容
は
、

①
新
時
代
に
対
応
し
た
義
務
教
育
の
在
り
方
、
②
新
時
代

に
対
応
し
た
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
、
③
増
加
す
る
外

国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
在
り
方
、
④
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
応
じ
た
教
師
の
在
り
方
や
教
育
環
境
の
整
備
等
と

多
岐
に
わ
た
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
中
央
教
育
審
議
会

初
等
中
等
教
育
分
科
会
等
に
お
い
て
、
諮
問
全
体
に
つ
い

て
横
断
的
に
審
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
約
１
年
９
か
月

に
わ
た
る
審
議
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
１
月
26
日
に
「「
令

和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
～
全
て
の

子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、個
別
最
適
な
学
び
と
、

協
働
的
な
学
び
の
実
現
～（
答
申
）」
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

本
特
集
に
お
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
初
等
中
等
教
育
の
目

指
す
べ
き
改
革
の
方
向
性
と
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、

答
申
の
内
容
を
中
心
に
、
そ
の
周
知
策
も
含
め
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

我
が
国
の
研
究
力
強
化
の
た
め
に
は
、
研
究
現
場
の
重

要
な
担
い
手
で
あ
り
、
将
来
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
牽
引
し
て
い
く
若
手
研
究
者
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
博
士
後
期
課
程
学
生
を
含

む
若
手
研
究
者
が
、
自
ら
の
知
的
好
奇
心
に
基
づ
き
、
野

心
的
・
挑
戦
的
な
研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
３
年
度
に
、
若
手

研
究
者
へ
の
支
援
を
含
め
た
世
界
レ
ベ
ル
で
の
研
究
基
盤

構
築
の
た
め
の
10
兆
円
規
模
の
大
学
フ
ァ
ン
ド
の
創
設

や
、
そ
れ
に
先
駆
け
た
博
士
後
期
課
程
学
生
支
援
の
抜
本

的
な
拡
充
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

本
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
含
め
た
我
が
国
の
若

手
研
究
者
支
援
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
若
手
研
究
者
を
取

り
巻
く
現
状
、
若
手
研
究
者
を
支
援
す
る
た
め
に
行
っ
て

フィルム付きのパーテーションを用いる工夫の上、音楽大学において対面授業を実施している様子
（写真提供：エリザベト音楽大学）

博士課程を目指す学生に向けた大臣メッセージ

特
集
３

研
究
力
向
上
の
た
め
の

若
手
研
究
者
へ
の
支
援

特
集
２

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」の

構
築
を
目
指
し
て

令和２年度文部科学白書特集
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い
る
主
な
施
策
、
若
手
研
究
者
支
援
に
関
す
る
今
後
の
展

望
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

第
２
部
は
文
教
・
科
学
技
術
施
策
全
般
の
年
次
報
告
と

な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

○
第
１
章　

教
育
再
生
の
着
実
な
推
進

政
府
に
お
い
て
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る「
教
育
再
生
」

の
実
現
に
向
け
、
中
央
教
育
審
議
会
、
教
育
再
生
実
行
会

議
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
が
実
施
し
て
い
る
取
組
に
つ

き
、
教
育
再
生
実
行
会
議
第
12
次
提
言
（
令
和
３
年
６
月
）

な
ど
の
最
新
の
動
向
を
含
め
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
２
章　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・創
生
の
進
展

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
文
部

科
学
省
に
お
い
て
復
興
・
創
生
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い

る
、
文
教
施
設
の
復
旧
や
就
学
支
援
、
児
童
生
徒
の
心
の

ケ
ア
、
復
興
を
支
え
る
人
材
の
育
成
や
大
学
・
研
究
所
等

を
活
用
し
た
地
域
の
再
生
、
原
子
力
損
害
賠
償
の
円
滑
化

な
ど
の
取
組
に
つ
き
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
３
章　

生
涯
学
習
社
会
の
実
現

文
部
科
学
省
で
は
、
生
涯
に
わ
た
る
一
人
一
人
の
「
可

能
性
」
と
「
チ
ャ
ン
ス
」
の
最
大
化
に
向
け
、
人
生

1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
た
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
第
３
章
で
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充

実
に
向
け
た
最
新
の
動
向
、
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
住
民

の
学
び
を
支
援
す
る
「
社
会
教
育
士
」（
令
和
２
年
４
月

ス
タ
ー
ト
）
な
ど
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
４
章　

初
等
中
等
教
育
の
充
実

Society 5.0

時
代
の
到
来
な
ど
を
踏
ま
え
、
初
等
中
等

教
育
段
階
に
お
い
て
は
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を

引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

第
４
章
で
は
、
小
学
校
35
人
学
級
の
計
画
的
な
整
備
、
子

供
た
ち
を
支
え
る
教
師
の
働
き
方
改
革
や
、
教
師
の
資
質

能
力
向
上
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。 社会教育士の活躍イメージ

全国の学校における働き方改革事例集

【
第
２
部
】

文
教
・
科
学
技
術
施
策
の

動
向
と
展
開

令和２年度文部科学白書 特集
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○
第
５
章　

高
等
教
育
の
充
実

様
々
な
社
会
構
造
の
変
化
が
予
測
さ
れ
る
中
、
高
等
教

育
機
関
は
国
民
や
社
会
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
改
革
を
主

体
的
に
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
加
え
て
、
子
供

た
ち
が
経
済
的
事
情
に
よ
り
進
学
を
断
念
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
第
５
章
で
は
、
大
学
入
試
改
革
の
動
向
、
地
域
に
開

か
れ
た
高
等
教
育
の
在
り
方
、
学
生
の
経
済
的
負
担
軽
減

策
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
６
章　

私
立
学
校
の
振
興

多
様
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育

研
究
の
推
進
が
行
わ
れ
て
い
る
私
立
学
校
に
関
し
、
学
校

法
人
の
更
な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
揮
に
向
け
た
検
討
、
学

校
法
人
に
係
る
税
制
改
正
の
最
新
の
動
向
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

○
第
７
章　

科
学
技
術
・
学
術
政
策
の
総
合
的
推
進

我
が
国
の
科
学
技
術
行
政
の
推
進
の
基
礎
と
な
る
、「
第

６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
」（
令
和

３
年
３
月
）
に
つ
い
て
記
載
す
る
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」
な
ど
研
究
開
発
の
推
進
に
か
か
る
取

組
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
８
章　

ス
ポ
ー
ツ
立
国
の
実
現

１
年
延
期
と
な
っ
た
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
つ
い
て
、

国
立
競
技
場
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

は
じ
め
と
し
た
安
全
・
安
心
な
大
会
の
成
功
に
向
け
た
取

組
の
ほ
か
第
３
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
検
討
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
13
章　

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

学
校
施
設
の
防
災
機
能
強
化
や
防
災
教
育
の
充
実
な
ど

の
災
害
予
防
、
発
災
後
の
災
害
応
急
対
策
や
災
害
復
旧
の

支
援
、
防
災
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進
な
ど
、
防
災
・

減
災
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
14
章　

文
部
科
学
省
改
革
、
及
び
行
政
改
革
・
政
策

　
　
　
　
　

立
案
機
能
強
化
に
向
け
た
取
組

国
民
に
信
頼
さ
れ
る
新
し
い
文
部
科
学
省
の
創
生
に
向

け
た
文
部
科
学
省
改
革
の
取
組
や
、
E
B
P
M
の
実
践
を

含
む
政
策
推
進
・
評
価
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

○
第
９
章　

文
化
芸
術
立
国
の
実
現

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
「
日
本
博
」
を
始
め

と
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、「
文
化
財
保
護
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
及
び
「
著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
の
成
立
、「
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
制
度
」

の
本
格
実
施
な
ど
、
最
新
の
制
度
改
正
等
の
動
向
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
10
章　

国
際
交
流
・
協
力
の
充
実

我
が
国
の
大
学
等
の
国
際
化
の
推
進
の
た
め
の
留
学
生

交
流
の
促
進
や
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」

の
実
現
に
向
け
た
諸
外
国
政
府
、
国
際
機
関
と
連
携
し
た

取
組
の
実
施
や
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

（
E
S
D
）」
の
取
組
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
11
章　

I
C
T
の
活
用
の
推
進

今
や
日
常
の
も
の
と
な
っ
た
I
C
T
活
用
に
つ
い
て
、

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
通
じ
た
１
人
１
台
環
境

の
実
現
、
１
人
１
台
環
境
を
活
か
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら

で
は
の
学
び
を
進
め
る
た
め
の
先
端
技
術
や
教
育
デ
ー
タ

の
利
活
用
、
情
報
を
正
し
く
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
情

報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
な
ど
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
第
12
章　

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
学
校
施
設
の
整
備

老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
の
推
進
、
１

人
１
台
端
末
環
境
を
踏
ま
え
た
新
し
い
時
代
の
学
び
を
支

え
る
学
校
施
設
の
在
り
方
の
検
討
、
今
後
の
国
立
大
学
等

施
設
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
第
５
次
国
立

大
学
法
人
等
施
設
整
備
５
か
年
計
画
」（
令
和
３
年
３
月
）

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

新しい時代の学びを支える学校施設のイメージ

令和２年度文部科学白書特集



「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」世
界
遺
産
に

文
化
庁
文
化
資
源
活
用
課 

文
化
遺
産
国
際
協
力
室

第
44
回
世
界
遺
産
委
員
会
拡
大
会
合
に
お
い
て
、「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」が
、

我
が
国
25
件
目（
文
化
遺
産
と
し
て
は
20
件
目
）の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
第
44
回
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
を
受
け
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
７
月
16
日

～
31
日
に
２
０
２
０
年
及
び
２
０
２
１
年
の
２
年
分
の
議

題
を
審
議
す
る
、
拡
大
会
合
と
い
う
形
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
中
国
の
福
州
が
主
会
場
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
初
め

て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
（
パ
リ
時
間
）
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

新
規
案
件
の
推
薦
（
既
登
録
資
産
の
拡
張
含
む
）
に
つ

い
て
は
、
２
年
分
で
計
45
件
の
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
、
事

前
に
取
り
下
げ
ら
れ
た
案
件
を
除
く
39
件
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。審
議
の
結
果
、日
本
の
推
薦
案
件
で
あ
る「
奄

美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
を
含
む

自
然
遺
産
５
件
、「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

を
含
む
文
化
遺
産
29
件
の
計
34
件
が
新
規
登
録
さ
れ
ま
し

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
は
、
北
東
ア
ジ

ア
に
お
い
て
１
万
年
以
上
の
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
た

採
集
・
漁
労
・
狩
猟
に
よ
る
定
住
の
開
始
、
発
展
、
成
熟

の
過
程
及
び
精
神
文
化
の
発
達
を
よ
く
表
し
て
お
り
、
農

耕
以
前
に
お
け
る
人
類
の
生
活
の
在
り
方
を
顕
著
に
示
し

て
い
ま
す
。

本
資
産
が
位
置
す
る
北
海
道
・
北
東
北
は
、
山
地
、
丘

陵
、
平
地
、
低
地
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
で
あ
り
、

内
湾
や
湖
沼
及
び
水
量
豊
富
な
河
川
も
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
資
産
の
属
す
る
縄
文
時
代
に
は
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ク
リ
、
ク
ル
ミ
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
冷
温
帯
落
葉
広

葉
樹
（
北
方
ブ
ナ
帯
）
の
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

海
洋
で
は
暖
流
と
寒
流
と
が
交
差
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
豊

か
な
漁
場
が
生
ま
れ
、
サ
ケ
や
マ
ス
な
ど
の
回
遊
魚
が
遡

第
44
回
世
界
遺
産
委
員
会
拡
大
会
合

た
。
今
回
の
登
録
に
よ
り
、
日
本
の
世
界
遺
産
は
計
25
件

（
自
然
遺
産
５
件
、
文
化
遺
産
20
件
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
た
イ
ギ

リ
ス
の
文
化
遺
産
「
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル

−

海
商
都
市
」
は
、

近
年
の
開
発
に
よ
る
影
響
が
改
善
さ
れ
ず
顕
著
な
普
遍
的

価
値
が
失
わ
れ
た
と
し
て
、
世
界
遺
産
一
覧
表
か
ら
抹
消

さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産
の
抹
消
事
例
は
、
オ
マ
ー
ン
の

自
然
遺
産
「
ア
ラ
ビ
ア
オ
リ
ッ
ク
ス
の
保
護
区
」、
ド
イ

ツ
の
文
化
遺
産
「
ド
レ
ス
デ
ン
・
エ
ル
ベ
渓
谷
」
に
続
き

３
件
目
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
遺
産
は
計
１
１
５
４

件
（
複
合
遺
産
39
件
、
自
然
遺
産
２
１
８
件
、
文
化
遺
産

８
９
７
件
）
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
で
は
、新
た
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
北

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

農
耕
以
前
の
人
類
の
生
活
の
在
り
方
を

示
す
考
古
遺
跡
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上
す
る
な
ど
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。

人
々
は
、
こ
の
環
境
の
下
で
育
ま
れ
た
豊
か
な
資
源
を

管
理
し
な
が
ら
利
用
し
、
食
料
を
安
定
し
て
確
保
す
る
と

と
も
に
、
採
集
・
漁
労
・
狩
猟
を
基
盤
と
し
て
約
１
５
，

０
０
０
年
前
か
ら
土
器
を
使
用
し
て
、
定
住
を
開
始
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
気
候
変
動
及
び
そ
れ
に
よ
る
海
水
面
の

上
昇
・
下
降
、
火
山
噴
火
な
ど
の
環
境
の
変
化
に
巧
み
に

対
応
し
つ
つ
、
集
落
を
形
成
し
、
発
展
さ
せ
、
成
熟
さ
せ

ま
し
た
。
本
資
産
は
そ
の
変
遷
過
程
を
、
物
証
を
も
っ
て

余
す
こ
と
な
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
墓
地
、
環
状
列
石
、
貝
塚
、
盛
土
遺
構
等
の

祭
祀
的
な
空
間
や
構
造
物
を
構
築
・
発
展
さ
せ
、
母
性
を

表
現
し
た
と
さ
れ
る
土
偶
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
独
特
の
精

神
文
化
を
育
み
、
成
熟
し
た
定
住
を
営
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
資
産
は
、
農
耕
に
移
行
す
る
こ
と
な
く

採
集
・
漁
労
・
狩
猟
に
よ
る
生
活
を
続
け
な
が
ら
集
落
を

発
展
さ
せ
、特
異
な
祭
祀
・
儀
礼
空
間
を
築
い
て
き
た
人
々

の
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
生
活
と
信
仰
、
生
業
の
多
様
な

形
態
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
人
類
の
生
活

史
上
、
狩
猟
・
採
集
社
会
は
移
動
生
活
、
農
耕
社
会
以
降

は
定
住
生
活
と
い
う
の
が
一
般
で
す
が
、
こ
と
縄
文
の

人
々
は
豊
富
な
森
林
・
水
産
資
源
を
背
景
に
、
狩
猟
採
集

を
基
盤
と
す
る
定
住
生
活
を
営
ん
だ
と
い
う
点
で
、
人
類

史
の
「
常
識
」
を
覆
す
稀
有
な
例
と
言
え
ま
す
。

本
資
産
は
、
北
海
道
・
青
森
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
に

位
置
す
る
17
の
考
古
遺
跡
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
（
図
１
）。

１
万
年
以
上
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
り
存
続
し
た
本
資
産

は
、
定
住
の
開
始
・
発
展
・
成
熟
の
段
階
に
よ
っ
て
６
つ

の
ス
テ
ー
ジ
（
３
つ
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

２
つ
の
サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
）
に
分
類
さ
れ
、
17
の
構
成
資
産

は
そ
の
い
ず
れ
か
の
ス
テ
ー
ジ
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

大
平
山
元
遺
跡
（
青
森
県
外
ヶ
浜
町
）
で
は
、
北
東
ア

ジ
ア
で
最
古
級
の
約
１
５
，０
０
０
年
前
の
土
器
が
、
石図１　「北海道・北東北の縄文遺跡群」 構成資産位置図

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

構
成
資
産
紹
介

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
ａ
：

定
住
の
開
始
・
居
住
地
の
形
成

「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産に
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鏃
及
び
旧
石
器
時
代
の
特
徴
を
持
つ
石
器
群
と
と
も
に
出

土
し
て
い
ま
す
。
重
く
て
壊
れ
や
す
く
持
ち
運
び
に
適
さ

な
い
土
器
の
出
現
は
、
定
住
の
開
始
を
示
す
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
石
鏃
は
弓
矢
の
出
現
を
示
し
て
お
り
、
狩
猟

対
象
獣
が
遊
動
的
な
大
型
哺
乳
類
か
ら
中
小
型
の
哺
乳
類

に
変
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
竪
穴
建
物
な
ど
の

本
格
的
な
居
住
施
設
は
伴
わ
な
い
も
の
の
、
石
器
を
製
作

し
た
場
所
や
調
理
に
用
い
た
土
器
片
の
広
が
り
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
初
の
居
住
地
は
、
食
料
資
源
お
よ
び
石

器
の
原
料
が
得
や
す
い
河
岸
段
丘
上
の
高
台
に
立
地
し
て

い
ま
す
。

約
１
１
，５
０
０
年
前
か
ら
の
温
暖
化
に
伴
い
、
本
地

域
で
は
生
物
多
様
性
に
富
む
北
方
ブ
ナ
帯
の
森
林
が
平
野

部
や
海
岸
線
ま
で
広
が
り
、
海
域
で
は
寒
流
と
暖
流
が
交

差
す
る
こ
と
で
豊
か
な
漁
場
が
育
ま
れ
ま
し
た
。
食
料
資

源
が
安
定
し
た
こ
と
で
、長
期
間
の
定
住
が
可
能
と
な
り
、

集
落
数
が
増
加
し
ま
す
。

垣
ノ
島
遺
跡
（
北
海
道
函
館
市
）
で
は
、
竪
穴
建
物
に

よ
る
居
住
域
、
大
型
の
合
葬
墓
（
写
真
１
）
と
単
独
墓
か

ら
な
る
墓
域
が
形
成
さ
れ
、
日
常
と
非
日
常
の
空
間
が
分

離
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
墓
に
は
、
こ
の
地
域
に

特
徴
的
な
幼
児
の
足
形
を
押
し
付
け
た
粘
土
版
が
副
葬
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
当
時
の
葬
制
や
精
神
性
を
示
し
て
い

ま
す
。

気
候
が
安
定
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
集
落
は
海
岸
部
や

湖
沼
地
帯
、
河
川
域
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
集

落
に
は
貝
塚
や
捨
て
場
、
貯
蔵
穴
な
ど
定
住
を
安
定
さ
せ

る
た
め
の
多
様
な
施
設
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。北

黄
金
貝
塚
（
北
海
道
伊
達
市
）
や
二
ツ
森
貝
塚
（
青

森
県
七
戸
町
）
で
は
、
貝
塚
の
地
点
や
層
位
に
よ
り
堆
積

物
の
組
成
に
違
い
が
見
ら
れ
、
海
進
・
海
退
に
よ
る
環
境

変
化
に
適
応
し
た
人
々
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
他
に
も
動
物
の
骨
や
角
で
つ
く
ら
れ
た
骨
角
器
が
出

土
し
て
お
り
、
貝
塚
は
祭
祀
場
と
し
て
の
役
割
も
持
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
田
小
屋
野
貝
塚
（
青
森
県
つ
が

る
市
）
で
は
、
ベ
ン
ケ
イ
ガ
イ
製
の
貝
輪
（
腕
輪
）
の
未

製
品
が
多
数
出
土
し
、
集
落
内
で
貝
輪
の
製
作
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

写真１　垣ノ島遺跡 大型土坑墓（出典：JOMON ARCHIVES （函館市教育委員会撮影））

写真２　三内丸山遺跡（出典：JOMON ARCHIVES）

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
ｂ
：

定
住
の
開
始
・
集
落
の
成
立

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
ａ
：

定
住
の
発
展
・
集
落
施
設
の
多
様
化

「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産に

9AUGUST 2021    No.261



時
代
が
進
む
と
、
多
様
な
施
設
を
持
つ
集
落
が
、
一
定

の
地
域
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
拠
点
集
落
と
な
り
、
大

規
模
化
し
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
長
期
間

か
け
て
形
成
さ
れ
る
盛
土
遺
構
が
発
達
し
、
墓
も
組
石
遺

構
や
小
型
の
環
状
列
石
を
伴
う
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
多
様
な
祭
祀
・
儀
礼
の
様
相
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

三
内
丸
山
遺
跡
（
青
森
県
青
森
市
）（
写
真
２
）
は
、

長
期
間
継
続
し
た
大
規
模
な
拠
点
集
落
で
、
盛
土
遺
構
か

ら
膨
大
な
量
の
土
器
・
石
器
、
土
偶
な
ど
の
祭
祀
用
の
道

具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
大
船
遺
跡
（
北
海
道
函
館
市
）

で
は
、
盛
土
遺
構
を
挟
む
よ
う
に
貯
蔵
施
設
や
墓
域
が
配

置
さ
れ
、
祭
祀
場
を
軸
と
し
た
集
落
形
成
の
在
り
方
が
確

認
さ
れ
ま
す
。
御
所
野
遺
跡
（
岩
手
県
一
戸
町
）
で
は
、

盛
土
遺
構
か
ら
焼
け
た
動
物
骨
、
ク
リ
・
ト
チ
ノ
ミ
な
ど

の
堅
果
類
が
出
土
し
、
火
を
用
い
た
祭
祀
が
繰
り
返
し
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

紀
元
前
２
，２
０
０
年
頃
の
一
時
的
な
冷
涼
化
の
影
響

に
よ
り
、集
落
規
模
や
居
住
環
境
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

集
落
は
小
規
模
化
す
る
と
と
も
に
分
散
し
、
こ
れ
ま
で
生

活
空
間
と
し
て
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
丘
陵
地
や
山
地
に

も
人
々
が
進
出
し
て
い
き
ま
す
。
分
散
化
し
た
集
落
の
結

び
つ
き
（
紐
帯
）
を
強
め
る
た
め
、
共
通
の
祭
祀
・
儀
礼

の
場
と
し
て
墓
域
を
伴
う
環
状
列
石
が
構
築
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

環
状
列
石
は
、近
隣
に
集
落
遺
跡
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、

地
域
内
の
複
数
の
集
落
に
よ
っ
て
構
築
・
維
持
・
管
理
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
単
独
で
複
雑
な
配
石
遺
構
を
持

つ
小
牧
野
遺
跡
（
青
森
県
青
森
市
）、
多
量
の
祭
祀
具
を

伴
う
４
つ
の
環
状
列
石
を
持
つ
伊
勢
堂
岱
遺
跡
（
秋
田
県

北
秋
田
市
）、
２
つ
の
環
状
列
石
の
周
囲
に
掘
立
柱
建
物

跡
や
貯
蔵
穴
、
土
坑
墓
な
ど
が
同
心
円
状
に
配
置
さ
れ
る

大
湯
環
状
列
石
（
秋
田
県
鹿
角
市
）（
写
真
３
）
な
ど
、

環
状
列
石
に
は
多
様
な
在
り
方
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
入
江

貝
塚
（
北
海
道
洞
爺
湖
町
）
は
、
祭
祀
場
や
墓
地
を
支
え

た
集
落
の
典
型
と
し
て
捉
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
時
代
が
進
む
と
、
共
同
の
祭
祀
・
儀
礼
の
場
か

ら
墓
地
が
独
立
し
て
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
葬
送
に

関
す
る
儀
礼
が
特
化
す
る
様
相
が
見
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
複
数
の
墓
を
大
規
模
な
土
手
で
囲
む
周

堤
墓
（
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
（
北
海
道
千
歳
市
））
が
発
達

し
ま
す
。環
状
列
石（
大
森
勝
山
遺
跡（
青
森
県
弘
前
市
））

も
引
き
続
き
構
築
さ
れ
ま
す
が
、
墓
域
と
は
別
に
形
成
さ

れ
ま
す
。
高
砂
貝
塚
（
北
海
道
洞
爺
湖
町
）
は
、
土
偶
や

供
献
土
器
を
伴
う
土
坑
墓
と
配
石
遺
構
で
構
成
さ
れ
る
共

同
墓
地
、亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡（
青
森
県
つ
が
る
市
）は
、

玉
製
品
の
副
葬
や
赤
色
顔
料
の
散
布
が
見
ら
れ
る
土
坑
墓

と
、
土
偶
や
漆
製
品
な
ど
多
彩
な
祭
祀
遺
物
が
出
土
す
る

祭
祀
場
（
捨
て
場
）
か
ら
な
る
共
同
墓
地
で
す
。
是
川
石

器
時
代
遺
跡
（
青
森
県
八
戸
市
）
は
、
竪
穴
建
物
、
捨
て

場
、
水
場
な
ど
多
様
な
施
設
を
伴
う
集
落
遺
跡
で
す
。
精

巧
な
土
器
や
土
偶
を
は
じ
め
、
弓
や
櫛
、
腕
輪
、
容
器
な

ど
の
漆
製
品
が
多
数
出
土
し
、
高
い
精
神
性
と
優
れ
た
工

芸
技
術
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
ａ
：

定
住
の
成
熟
・
共
同
祭
祀
場
と
墓
地
の
進
出

ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
ｂ
：

定
住
の
成
熟
・
祭
祀
場
と
墓
地
の
分
離

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
ｂ
：

定
住
の
発
展
・
拠
点
集
落
の
出
現

写真３　大湯環状列石 （出典：JOMON ARCHIVES）
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社
会
教
育
士
応
援
大
使
に
村
井
美
樹
さ
ん
が
就
任

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課

社
会
教
育
士
制
度
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

令
和
３
年
８
月
19
日（
木
）、俳
優
・
タ
レ
ン
ト
の
村
井
美
樹
さ
ん
を
社
会
教
育
士
応
援
大
使
に
任
命
し
ま
し
た
。

～
８
月
19
日（
木
）に
任
命
式
を
実
施
～

文
部
科
学
省
で
は
、
社
会
教
育
の
専
門
的
知
識
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
等
を
習
得
し
、
教
育
委
員
会
の
み
な
ら

ず
、
環
境
や
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
社
会
の
多
様
な
分

野
に
お
け
る
学
習
活
動
の
支
援
を
通
じ
て
、
人
づ
く
り
や

地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
「
社
会
教
育
士
」
制
度
を
令
和
２

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
士
制
度
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
３
年
８
月
19

日
（
木
）、
俳
優
・
タ
レ
ン
ト
の
村
井
美
樹
さ
ん
を
社
会

教
育
士
応
援
大
使
と
し
て
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
よ
り
任

命
し
、
同
日
、
文
部
科
学
省
大
臣
室
に
お
い
て
、
社
会
教

育
士
応
援
大
使
の
任
命
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

任
命
式
で
は
、萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
が
挨
拶
を
行
い
、

学
び
を
通
じ
た
「
ひ
と
づ
く
り
」・「
つ
な
が
り
づ
く
り
」・

「
地
域
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
社
会
教
育
士
の
活
躍

を
促
進
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
テ
レ

ビ
番
組
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
村
井
美
樹

さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
か
つ

強
力
に
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
社
会
教
育
士
の
活

動
内
容
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
村
井
さ
ん
に
つ
い
て
、「
社
会
教
育
主
事
養
成

課
程
の
修
了
者
で
、
学
芸
員
の
有
資
格
者
で
あ
り
、
ま
た
、

子
供
の
読
書
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
『
子
供
た
ち
へ
の

お
す
す
め
本
の
紹
介
』
に
も
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
、
社

会
教
育
に
関
す
る
見
識
を
備
え
た
方
で
あ
る
」と
紹
介
し
、

「
今
後
、
様
々
な
場
面
で
お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
か
ら
任
命
証
を
交
付

さ
れ
た
村
井
さ
ん
は
就
任
の
挨
拶
を
行
い
、「
こ
の
よ
う

社
会
教
育
士
応
援
大
使
任
命
式

社会教育士応援大使任命式
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な
大
事
な
お
仕
事
を
任
せ
て
い
た
だ
き
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。
も
う
20
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
大
学
時
代
に
社

会
教
育
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
時
と
今
と
比
べ
る
と
、
よ

り
切
実
な
も
の
と
し
て
社
会
教
育
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
や

は
り
東
日
本
大
震
災
や
西
日
本
豪
雨
な
ど
の
大
き
な
災
害

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。日
本
は
災
害
が
多
い
国
で
す
。

今
も
豪
雨
で
多
く
の
方
々
が
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
最

終
的
に
は
ソ
フ
ト
面
、
地
域
の
人
た
ち
の
助
け
合
い
や
支

え
合
い
が
な
け
れ
ば
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
土
壌

を
作
っ
て
い
く
の
が
社
会
教
育
で
あ
り
、
私
は
社
会
教
育

が
こ
れ
か
ら
先
の
日
本
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。社
会
教
育
士
制
度
が
新
し
く
で
き
た
こ
と
で
、

防
災
、
福
祉
、
子
育
て
、
多
文
化
共
生
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
幅
広
い
分
野
で
よ
り
実
践
的
に
社
会
教
育
活
動
を
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
応
援
大
使
と
し
て
、
も
う

一
度
社
会
教
育
を
学
び
な
お
し
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
で

み
な
さ
ま
に
社
会
教
育
の
大
切
さ
を
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
き
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
で
す
。

私
も
ま
だ
ま
だ
学
び
の
途
中
で
す
け
ど
も
精
一
杯
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

社
会
教
育
士
応
援
大
使
に
は
、
社
会
教
育
士
制
度
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
広
く
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
を
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
の
振
興
等
に
関
わ
る
文
部
科
学

省
の
様
々
な
取
組
も
応
援
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

任
命
式
同
日
、
文
部
科
学
省
で
開
催
し
た
「
こ
ど
も
霞

が
関
見
学
デ
ー
」
に
お
い
て
、
社
会
教
育
士
応
援
大
使
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
実
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
動

画
撮
影
に
出
演
・
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
公
民
館
や
図
書
館
な
ど
社
会
教
育
・

生
涯
学
習
に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
活

動
の
取
材
な
ど
広
報
活
動
に
協
力
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

社
会
教
育
法
に
は
、「
社
会
教
育
主
事
」
と
い
う
、
社

会
教
育
を
行
う
者
に
対
す
る
専
門
的
技
術
的
な
助
言
・
指

導
に
当
た
る
専
門
的
教
育
職
員
の
制
度
が
あ
り
、
教
育
委

員
会
事
務
局
に
必
ず
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

社
会
教
育
主
事
に
な
る
た
め
の
講
習
や
養
成
課
程
を
修
了

し
て
も
、
都
道
府
県
・
市
町
村
教
育
委
員
会
か
ら
「
社
会

教
育
主
事
」
と
し
て
発
令
さ
れ
な
け
れ
ば
、「
社
会
教
育

主
事
」
と
は
名
乗
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

社会教育士応援大使任命式　記念撮影（注　写真撮影時のみマスクを外しております）

こども霞ヶ関見学デーの模様

村
井
美
樹
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

俳
優
・
タ
レ
ン
ト　

出
身
地
・
京
都
府　

早
稲
田
大

学
教
育
学
部
を
卒
業

　

テ
レ
ビ
番
組
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
や
レ
ポ
ー
タ

ー
、ま
た
、ク
イ
ズ
番
組
や
漢
字
に
強
い
高
学
歴
知
性

派
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
。鉄
道
フ
ァ
ン
・
歴
史
好
き

で
旅
番
組
や
歴
史
番
組
に
も
多
数
出
演
。

　

社
会
教
育
主
事
養
成
課
程
の
修
了
者
。学
芸
員
有

資
格
者
。

社会教育士応援大使に村井美樹さんが就任 ～8月19日（木）に任命式を実施～
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社
会
教
育
法
に
は
、「
社
会
教
育
主
事
」
と
い
う
、
社

会
教
育
を
行
う
者
に
対
す
る
専
門
的
技
術
的
な
助
言
・
指

導
に
当
た
る
専
門
的
教
育
職
員
の
制
度
が
あ
り
、
教
育
委

員
会
事
務
局
に
必
ず
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、

社
会
教
育
主
事
に
な
る
た
め
の
講
習
や
養
成
課
程
を
修
了

し
て
も
、
都
道
府
県
・
市
町
村
教
育
委
員
会
か
ら
「
社
会

教
育
主
事
」
と
し
て
発
令
さ
れ
な
け
れ
ば
、「
社
会
教
育

主
事
」
と
は
名
乗
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

社
会
教
育
士
と
は
、
こ
の
社
会
教
育
主
事
に
な
る
た
め

の
講
習
や
養
成
課
程
の
修
了
者
に
与
え
ら
れ
る
「
称
号
」

で
、
平
成
30
年
２
月
の
社
会
教
育
主
事
講
習
等
規
程
（
省

令
）
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
背
景
と
し
て
、
社
会
教
育
主
事
が
人
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
そ
の
職
務
遂
行
に
必
要
な
基
礎
的
な
資
質
・
能
力
で

あ
る
①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
、
②
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
③
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
が
養
成
さ
れ

る
よ
う
に
講
習
等
の
科
目
の
改
善
を
図
る
た
め
省
令
を
改

正
し
、
そ
の
際
、
講
習
等
に
お
け
る
学
習
成
果
が
広
く
社

会
に
お
け
る
教
育
活
動
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
講
習
等

の
修
了
者
は
「
社
会
教
育
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
士
に
は
、
社
会
教
育
主
事
講
習
や
養
成
課
程

で
習
得
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
を
発
揮
し
て
、

社
会
教
育
行
政
の
み
な
ら
ず
、
環
境
や
福
祉
、
ま
ち
づ
く

り
等
の
社
会
の
多
様
な
分
野
に
お
け
る
学
習
活
動
の
支
援

を
通
じ
て
、
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
携
わ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
推
進
を
担
う
中
心
的
な
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
Ｐ
Ｒ
動
画
や
マ
ン
ガ
デ
ザ
イ
ン
に

よ
っ
て
社
会
教
育
士
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し

た
特
設
サ
イ
ト
を
本
年
２
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

サ
イ
ト
内
の
「
活
躍
す
る
社
会
教
育
士
」
で
は
、
様
々

な
場
面
で
活
躍
す
る
社
会
教
育
士
を
動
画
等
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
は
社
会
教
育
士
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
を
開
設
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
社
会
教
育
士
の
活
動
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

社
会
教
育
士
特
設
サ
イ
ト

社
会
教
育
士
と
は
？

社会教育士応援大使に村井美樹さんが就任 ～8月19日（木）に任命式を実施～
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第
19
回
21
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査（
平
成
13
年
出
生
児
）の

結
果
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
調
査
企
画
課

こ
の
た
び
、「
21
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査（
平
成
13
年
出
生
児
）」の
第
19
回（
令
和
２
年
）の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、８
月
10
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

本
調
査
は
、厚
生
労
働
省
が
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）か
ら
実
施
し
て
い
た
調
査
を
第
16
回（
平
成
29
年
）か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。

（１） 　

調
査
の
目
的

　
「
21
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査
（
平
成
13
年
出
生
児
）」
は
、

２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
に
出
生
し
た
子
の
実
態
及
び

経
年
変
化
の
状
況
を
継
続
的
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
育
に
関
す
る
国
の
諸
施
策
を
検
討
・
立
案
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、厚
生
労
働
省
が
２
０
０
１
年（
平

成
13
年
）
か
ら
実
施
し
て
い
た
調
査
を
文
部
科
学
省
が
第

16
回
（
平
成
29
年
）
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。
同
一

客
体
を
対
象
に
学
校
教
育
か
ら
就
業
に
至
る
ま
で
を
毎
年

調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
生
時
か
ら
の
縦
断
デ
ー
タ
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（２）　

調
査
対
象

　

全
国
の
２
０
０
１
年
（
平
成
13
年
）
に
出
生
し
た
子
供

の
う
ち
、
１
月
10
日
～
17
日
の
間
に
出
生
し
た
子
（
１
月

生
）
及
び
７
月
10
日
～
17
日
の
間
に
出
生
し
た
子
（
７
月

生
）
を
調
査
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
第
19
回
目
の
調
査
で
あ
り
、
対
象
者
の
年
齢
は

19
歳
で
す
。
回
答
者
数
は
２
万
５
５
０
４
名
で
し
た
。

（３）　

調
査
時
期

　

１
月
生
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
２
月
28
日
か
ら
４
月
12

日
の
間
に
実
施
し
、
７
月
生
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
７
月

14
日
か
ら
９
月
22
日
の
間
に
実
施
し
ま
し
た
。

（４）　

調
査
事
項

　

対
象
者
本
人
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
次
の
項
目
を

調
査
し
ま
し
た
。

　

子
供
：
現
在
の
状
況
、
家
族
の
状
況
、
将
来
（
進
路
等
）
等

　

保
護
者
：
父
母
の
就
業
状
況　
等

調
査
の
概
要

調
査
結
果
の
概
要

⼤学
51.2 

短期⼤学
4.0 

⾼等専⾨学校
1.5 

13.9 

（在学者）
その他・不詳

2.1 

専修学校

就職者
13.9 

その他
8.8 

不詳
4.6 

単位：%
（n=25504）

  在学者計
72.7

○
調
査
対
象
者
の
現
在
の
状
況
（
図
１
）
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（１）　

対
象
者
は
調
査
時
点
で
19
歳
で
あ
り
、
在
学
者
は

72
・
７
%
、
就
職
者
は
13
・
９
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

（２）　

４
年
制
大
学
の
在
学
者
は
対
象
者
全
体
の
５
割
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

（１）　

起
き
る
時
間
（
平
日
）
は
、
前
回
（
18
回
）
以
前
と

比
べ
て
午
前
７
時
29
分
以
前
に
起
床
す
る
者
が
減
少
し
、

午
前
７
時
半
以
降
に
起
床
す
る
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
決
ま
っ
て
い
な
い
」
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。（
図
２
）

（２）　

起
き
る
時
間
（
日
曜
）
は
、
前
回
（
18
回
）
以
前
と

比
べ
て
午
前
９
時
以
降
に
起
床
す
る
者
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。（
図
３
）

（３）　

寝
る
時
間
は
、
平
日
・
土
曜
日
と
も
に
、
前
回
（
18

回
）
以
前
と
比
べ
て
午
前
１
時
以
降
に
就
寝
す
る
者
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前
０
時
29
分
以
前
に

就
寝
す
る
者
は
前
回
（
18
回
）
以
前
と
比
べ
て
減
少
し
て

い
ま
す
。（
図
４
）（
図
５
）

起
き
る
時
間
と
寝
る
時
間

調
査
対
象
者
の
現
在
の
状
況

1.4 1.4
3.3 2.4

7.1
4.6

22.1

13.1

24.6

13.7

23.5

16.8

7.7

10.4

2.1

10.0

0.6

4.5

1.1

5.8
3.2

12.2

3.3 5.3

0.0

10.0

20.0

30.0

第18回(n=24654) 第19回(n=25504)％
午前５時前 午前５時〜５時29分 午前５時30分〜５時59分
午前６時〜６時29分 午前６時30分〜６時59分 午前７時〜７時29分
午前７時30分〜７時59分 午前８時〜８時29分 午前８時30分〜８時59分
午前９時以降 決まっていない（不規則） 無回答

0.7 0.71.1 0.71.7 1.1

5.8
3.1

6.3
3.3

13.0

7.6
9.5

6.1

14.9
11.9

7.2 8.5

13.7

23.322.4

28.0

3.7
5.7

0.0

10.0

20.0

30.0

第18回(n=24654) 第19回(n=25504)
％

午前５時前 午前５時〜５時29分 午前５時30分〜５時59分
午前６時〜６時29分 午前６時30分〜６時59分 午前７時〜７時29分
午前７時30分〜７時59分 午前８時〜８時29分 午前８時30分〜８時59分
午前９時以降 決まっていない（不規則） 無回答

0.3 0.40.5 0.40.8 0.7
2.9 2.3

5.4
3.8

13.3

7.6

17.3

11.3

24.3

19.4

12.3
14.8

9.1

20.0

10.2

13.8

3.6
5.4

0.0

10.0

20.0

30.0

第18回(n=24654) 第19回(n=25504)％

午後９時前 午後９時〜９時29分 午後９時30分〜９時59分
午後10時〜10時29分 午後10時30分〜10時59分 午後11時〜11時29分
午後11時30分〜11時59分 午前０時〜０時29分 午前０時30分〜０時59分
午前１時以降 決まっていない（不規則） 無回答

0.2 0.2
0.3 0.30.5 0.4

1.9 1.3
3.9

2.3

9.7

5.0

13.8

8.4

20.6

14.2
12.7 13.1

12.3

25.4

20.2

23.7

4.0
5.8

0.0

10.0

20.0

30.0

第18回(n=24654) 第19回(n=25504)
％

午後９時前 午後９時〜９時29分 午後９時30分〜９時59分
午後10時〜10時29分 午後10時30分〜10時59分 午後11時〜11時29分
午後11時30分〜11時59分 午前０時〜０時29分 午前０時30分〜０時59分
午前１時以降 決まっていない（不規則） 無回答

○
起
き
る
時
間
（
平
日
）（
図
２
）

○
起
き
る
時
間
（
日
曜
日
）（
図
３
）

○
寝
る
時
間
（
平
日
）（
図
４
）

○
寝
る
時
間
（
土
曜
日
）（
図
５
）

第19回21世紀出生児縦断調査（平成13年出生児）の結果について
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（１）　

前
回
（
18
回
）
調
査
の
男
子
の
第
一
志
望
の
進
学
希

望
先
は
、「
私
立
大
学
」
46
・
９
％
、「
国
公
立
大
学
」

35
・
６
％
、「
専
修
学
校
・
各
種
学
校
」
12
・
２
％
で
あ
り
、

女
子
の
第
一
志
望
の
進
学
希
望
先
は
、「
私
立
大
学
」

42
・
７
％
、「
国
公
立
大
学
」
26
・
６
％
、「
専
修
学
校
・

各
種
学
校
」
20
・
０
％
で
し
た
。（
図
６
）

（２）　

今
回
（
19
回
）
調
査
の
男
子
の
進
学
実
績
（
現
在
在

学
中
の
学
校
種
）
は
、「
私
立
大
学
」
56
・
６
％
、「
国
公

立
大
学
」
18
・
３
％
、「
専
修
学
校
・
各
種
学
校
」
16
・

１
％
で
あ
り
、
女
子
の
進
学
実
績
は
、「
私
立
大
学
」

51
・
６
％
、「
国
公
立
大
学
」
13
・
７
％
、「
専
修
学
校
・

各
種
学
校
」
21
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。（
図
７
）

（３）　

ま
た
、
前
回
（
18
回
）
調
査
で
「
国
公
立
大
学
」
が

第
一
志
望
で
あ
っ
た
者
の
う
ち
、
54
・
１
％
は
第
一
志
望

と
同
じ
「
国
公
立
大
学
」
に
進
学
し
て
い
る
が
、
39
・
３

％
は
「
私
立
大
学
」
へ
進
学
し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

（単位：%）

総数 私⽴⼤学 国公⽴⼤学
短期⼤学・⾼等専⾨

学校(５年制）
専修学校・各種学校 外国の⼤学 その他

総数 100.0 56.2 17.0 7.2 18.5 0.1 0.9
100.0 93.3 1.5 1.5 3.2 0.0 0.5
100.0 39.3 54.1 2.7 2.9 0.0 1.0
100.0 1.7 - 93.8 3.7 - 0.8
100.0 1.6 0.2 2.9 93.8 - 1.5
100.0 7.4 7.4 14.8 3.7 48.1 18.5
100.0 24.4 - 56.4 10.3 - 9.0

 私⽴⼤学
  国公⽴⼤学
 短期⼤学・⾼等専⾨学校（５年制 ）
 専修学校・各種学校
 外国の⼤学
 まだ考えていない（考えていなかった） 

 その他 100.0 42.7 7.3 31.3 15.6 - 3.1

男⼦ 100.0 59.6 19.9 3.9 15.2 0.1 1.2
100.0 92.6 1.7 0.9 3.9 0.1 0.7
100.0 37.7 55.4 3.3 2.3 0.1 1.2
100.0 2.1 - 84.5 10.3 - 3.1
100.0 1.8 0.3 3.0 93.0 - 1.8
100.0 13.3 6.7 13.3 - 40.0 26.7
100.0 21.1 - 64.9 3.5 - 10.5

 私⽴⼤学
  国公⽴⼤学
 短期⼤学・⾼等専⾨学校（５年制 ）
 専修学校・各種学校
 外国の⼤学
 まだ考えていない（考えていなかった） 

 その他 100.0 44.9 10.2 22.4 18.4 - 4.1

⼥⼦ 100.0 53.3 14.7 9.9 21.3 0.1 0.7
100.0 93.9 1.3 2.0 2.5 - 0.4
100.0 40.9 52.7 2.2 3.5 - 0.7
100.0 1.7 - 95.1 2.7 - 0.5
100.0 1.4 0.2 2.9 94.2 - 1.3
100.0 - 8.3 16.7 8.3 58.3 8.3
100.0 33.3 - 33.3 28.6 - 4.8

 私⽴⼤学
  国公⽴⼤学
 短期⼤学・⾼等専⾨学校（５年制 ）
 専修学校・各種学校
 外国の⼤学
 まだ考えていない（考えていなかった） 

 その他 100.0 40.4 4.3 40.4 12.8 - 2.1

進学先（第19回調査）

第⼀志望（第18回調査）

51.6 

13.7 
10.2 

21.7 

0.1 1.6 1.1 
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

私
立
大
学

国
公
立
大
学

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校

専
修
学
校
・
各
種
学
校

外
国
の
大
学

そ
の
他
の
学
校

無
回
答
等

⼥⼦ 第19回(n=9911)

%

56.6 

18.3 

4.6 

16.1 

0.2 2.2 2.1 
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

私
立
大
学

国
公
立
大
学

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校

専
修
学
校
・
各
種
学
校

外
国
の
大
学

そ
の
他
の
学
校

無
回
答
等

男⼦ 第19回(n=8637)

%

前
回
（
18
回
）
調
査
の
進
学
希
望
先
と

進
学
実
績

○
前
回
（
第
１８
回
）
調
査
時
の
進
学
希
望
先
（
第
一
志
望
）（
図
６
）

○
進
学
実
績
（
現
在
在
学
中
の
学
校
種
）（
図
７
）

○
第
一
志
望
の
進
学
希
望
先
別
の
進
学
実
績
（
表
１
）

注：第 19回調査において進学実績に係る回答を得た者を対象とし、その対象者について第 18回調査の第一志望の進学希望先の回答別に進学実績を
関連付けている。また、網掛けは、第一志望の進学希望先と進学実績が同じであった者の割合である。

第19回21世紀出生児縦断調査（平成13年出生児）の結果について
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大
学
の
在
学
者
に
つ
い
て
、
学
校
選
択
理
由

の
割
合
を
み
る
と
、
男
子
は
「
合
格
で
き
そ
う

だ
っ
た
か
ら
」（
39
・
１
%
）
が
最
も
高
く
、
女

子
は
「
将
来
就
き
た
い
仕
事
と
関
連
し
て
い
る

か
ら
」（
49
・
０
%
）
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。（
図
８
）

　

学
校
選
択
理
由
に
関
わ
ら
ず
、
現
在
の
進
路
選

択
に
つ
い
て
「
満
足
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」

と
回
答
し
た
者
の
合
計
割
合
は
全
体
的
に
高
い
傾

向
に
あ
る
が
、「
合
格
で
き
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」
及
び

「
友
人
が
選
択
し
て
い
た
か
ら
」
と
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
進
路
選
択
に
つ
い
て
「
不
満
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
と
回
答
し
た
者
の
合
計
割

合
が
や
や
高
く
、
い
ず
れ
も
15
%
を
超
え
て
い
ま
し

た
。（
図
９
）
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由
（
複
数
回
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の

進
路
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択
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満
足
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⼥⼦(n=6518)
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自宅から近いから・通いやすいから

特色ある取組を行っているなど授業内容に興味があったから

他校よりも入試の難易度が高いから

学校の雰囲気がよかったから

高校の先生にすすめられたから

塾・家庭教師の先生にすすめられたから

親・親せきにすすめられたから

授業についていけそうだったから

将来就きたい仕事と関連しているから

卒業後の大学院等への進学に有利だから

卒業後の就職に有利だから

友人が選択していたから

入部したい部活動があったから

合格できそうだったから

その他

無回答

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答等

学校選択理由 × 現在の進路選択の満⾜度 (n=18548)

○
大
学
在
学
者
の
学
校
選
択
理
由
（
複
数
回
答
）（
図
８
）

○
学
校
選
択
理
由
（
複
数
回
答
）
別
の
進
路
選
択
の
満
足
度
（
図
９
）
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ア
ル
バ
イ
ト
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
内
職
含
む
）
等
を
し

て
い
る
在
学
者
の
割
合
は
、
男
子
に
つ
い
て
は
約
３
分
の

２
（
65
・
２
%
）、
女
子
に
つ
い
て
は
約
４
分
の
３

（
74
・
５
%
）
と
な
っ
て
お
り
、
調
査
対
象
者
の
多
く
が

高
校
３
年
生
で
あ
っ
た
前
回
（
18
回
）
調
査
時
よ
り
も
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
10
）

（１）　

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
前
回
（
第

18
回
）
と
割
合
の
差
を
比
べ
た
場
合
は
「
良
い
経
験
に
な

る
と
思
っ
た
か
ら
」
が
男
女
と
も
増
加
幅
が
最
も
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
男
子
50
・
０
%
→
55
・
５
%
、
女
子

59
・
２
％
→
64
・
４
%
）（
図
11
）

（２）　

今
回
（
第
19
回
）
よ
り
選
択
肢
と
し
て
い
る
「
生
活

費
・
学
費
に
あ
て
る
た
め
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
は
、

男
女
と
も
約
３
分
の
１
（
男
子
33
・
１
%
、
女
子
35
・
１

%
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
11
）

　

こ
の
ほ
か
、
調
査
結
果
の
詳
細
は
、「
21
世
紀
出
生
児

縦
断
調
査
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
https://w

w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/toukei/
chousa08/21seiki/kekka/m

ext_01640.htm
l

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
理
由
に
つ
い
て

（
複
数
回
答
）

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
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⼥⼦
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思
)
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家
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親
せ
き
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人
・
知
人
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す
め
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か
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生
活
費
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学
費
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家
計
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助
け
る
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そ
の
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無
回
答
等

⼥⼦ 16回(n=1329) 17回(n=2321) 18回(n=2758) 19回(n=7380)

％

〇
ア
ル
バ
イ
ト
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
内
職
含
む
）
等
の
実
施
状
況
（
図
10
）

○
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
し
た
理
由
（
複
数
回
答
）（
図
11
）

（注）本記事に掲載の数値は小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで記載しているため、内訳の合計が総数に合わない場合があります。
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